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大
隅
の
ラ
ー
メ
ン
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い

　
ヌ
ー
ド
ル
お
お
す
み
実
行
委
員
会
は
、
鹿
屋
青
年
会
議
所
O
B
を
中

心
に
結
成
さ
れ
た
「
俺
た
ち
週
一
ラ
ー
メ
ン
部
」
が
前
身
と
な
り
、
今
年

の
９
月
に
結
成
。参
加
店
舗
の
ラ
ー
メ
ン
愛
と
情
熱
を
、会
場
一
体
と
な
っ

て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
大
会
を
目
指
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

ヌードルおおすみヌードルおおすみ
実行委員会実行委員会
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地
域

で
活

躍
する団体をピックアップ

今月の表紙

・人口 ／
・男性 ／
・女性 ／

・世帯 ／
・面積 ／

SPOT LIGHT
SPOT 
LIGHT

－　スポットライト　ー

　「第 1 回 N
ヌ ー ド ル
OODLE O

お お す み
OSUMI 推しメン選手権大会」は、大隅半島のラーメンの素晴らしさを

多くの人々に感じてもらいたいという想いで企画しました。大隅半島にある人気店 9 店舗が集結
し、食欲の秋に地元のおいしいラーメンを食べ比べすることができるイベントで、12 月３日（日）
11:00 ～ 15:00 に霧島ヶ丘公園かのやえんがわ駐車場で開催します。
　それぞれのラーメン店がつくる渾

こんしん
身の一杯を堪能できるめったにない機会なので、麺が「のび

る」前にぜひ会場に足を「のばして」いただけたらうれしいです。これからは、大隅の域外から
たくさんのお客様を呼び込んで地域が元気になるイベントに育つよう、長く続けていきたいです。

ヌードルおおすみ実行委員会

三
み や け

宅  真
し ん ご

五 実行委員長

　妻と娘２人の４人家族。年に１回はフ
ルマラソンに出場するなど体を動かすこ
とが好きで、最近は適度にゴルフの練習
を続けている。娘２人がバレーボールを
していて、練習に熱中する様子や試合を
眺めることが最高の癒しと語る。

▲ヌードルおおすみ
　I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram

イベント当日 8:00 からは、今年で 23 回目を迎
える「ツール・ド・おおすみサイクリング大会」
も開催されます。全国から約 800 人ものサイクリ
ング愛好家が集い、一斉に霧島ヶ丘公園をスター
トしていく様子は大迫力。

健 ふ康 ら い

Special Feature

 4　  令和５年度鹿屋市表彰
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14　  国体連載企画第４弾 「感動をありがとう」

16　  スマートな市役所を目指して

18　                                

22　                               ／　　　　　　　 

23　                   「日野 尚子 さん」

24　  読者のひろば

25
　　　　
26　  

27　  広告のひろば

28　  プレゼント／ MOVIEでかのや／映画情報

　 　の魅力を和食 発見再再

「㈱鹿児島橘製作所」まちの おしごと

のかけ橋のかけ橋

放課後は の顔別別

　秋桜と書いてコスモスと呼ぶように、
秋の季語にもなっている花です。名前は、

「κόσμος（美しい）」というギリシャ語に
由来しており、花びらが整然と並ぶ美し
い姿を称えて名付けられたといわれてい
ます。霧島ヶ丘公園には約250万本のコ
スモスが植えられており、一面に咲き誇
るその景色は、まるでピンクの絨

じゅうたん

毯のよ
うです。

コ ズ モ ス

秋風に揺れる満開のコスモス

令和５年 10 月１日現在（前月比）

  98,594人　（－   96）
  47,260人　（－   70）
  51,334人　（－   26）

46,269世帯　（－   49）
448.15㎢ 
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川
かわ

添
そえ

　みや子
こ

　さん

（川東町　75歳）

　　地域女性のリーダーとして「川東町女子会」を
立ち上げ、町内の耕作放棄地をごみの不法投棄対
策の花畑として活用する取り組みを行うなど、地
域ビジネスの創出や地域の有する課題解決につな
げる取り組みを自ら主導し、地域コミュニティの
活性化に寄与されるとともに、共生・協働による
地域社会づくりに大きく貢献されました。

市民表彰（地方自治）

高隈地区
コミュニティ協議会

　　地域が抱える課題の解決を図るため、「高隈の恵
みを生かし、人々が集う郷づくり」を将来像に、「た
かくまコミュニティ米」の販売やおむすびコンテ
ストの開催など魅力ある地域資源を発信し、また、
おたすけ隊「あったかくマン」を創設し地域全体
で見守る支援体制を構築されるなど、地域コミュ
ニティの活性化に大きく貢献されました。

市民表彰（地方自治）

山
やま

下
した

　幸
こう

一
いち

　さん

（田淵町　75歳）

　　株式会社南九の創業者として、本社を地元大姶
良地区に構え、地元生産者と連携しながら生産者の
顔が見える農作物づくりを実践するなど、地域経済
の活性化及び雇用創出を図るとともに、次世代を担
う子どもたちのための環境整備に努められ、市及び
地域の発展に大きく貢献されました。

市民表彰（産業経済）

東
ひがし

　俊
とし

朗
ろう

　さん

　　ひがし歯科医院を開業以来長年にわたり地域医療に
携わる傍ら、学校歯科医として児童生徒の口

こうくう

腔衛生の
向上や健康づくりに尽力されるとともに、鹿屋市歯科
医師会会長として市民に対する公衆衛生活動の中心的
役割を担うなど、地域歯科保健の充実と発展に大きく
貢献されました。

市民表彰（社会福祉）

　　大隅初となる稲作の集落営農組織として、農用地の利
用調整及び農作業の受託を行い、また、ドローンを使用
した農薬散布など、さらなる技術向上に取り組むととも
に、農地を集積・集約することで、作業効率や生産性の
向上、経営規模の拡大を図り、地域農業の活性化に大き
く貢献されました。

農事組合法人
アグリサポート獅子目

西
に し の は ら

ノ原　文
ふみ

男
お

　さん

（札元１丁目　82歳）

　　長年にわたり鹿屋市民生委員・児童委員として
地域福祉の向上に貢献されたほか、地域の小中学生
の登校時における交通安全指導や犯罪・非行歴のあ
る少年等の更生保護支援など、幅広い分野で地域住
民の豊かな暮らしを守る活動を行うなど、市民の模
範となる取り組みを続けられています。

　市では、11月６日に「令和５年度鹿屋市表彰式」を挙行し、地方自治、社会福祉、産業経済、一般篤行の各部門
において、長年にわたり献身的な活動を続けられ、市勢の発展と市民福祉の向上に多大な貢献をされた個人及び
団体を市民表彰として表彰しました。今年度受賞されました4名・3団体をご紹介します。なお、功績は主なものだ
けを、年齢は令和５年11月６日現在のものを掲載しています。  　　　　　　　問市政策推進課　☎0994-31-1122

功績を称えて
～令和５年度鹿屋市表彰～

（田淵町　71歳）

市民表彰（産業経済） 市民表彰（一般篤行）

串良町
　交通安全母の会

　　昭和 57 年設立から 41 年の長きにわたり、子育
て世代の母親が中心となって、「交通安全は家庭か
ら」を合言葉に、秋の全国交通安全運動期間や県下
一斉飲酒運転根絶運動期間に街頭啓発等の交通安全
活動を継続されるなど、地域住民の安全意識の高揚
に寄与し、安全安心な地域づくりを支える取り組み
を続けられています。

市民表彰（一般篤行）
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私
た
ち
日
本
人
は
、
日
常
生
活
の
中
で
和

食
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
て
考
え
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
和
食
は
外

国
人
か
ら
見
れ
ば
と
て
も
魅
力
的
な
文
化
と

捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
食
は
平
成
25
年

に
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
私
た
ち
日
本
人
が
、

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
和
食
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
対
処
す
べ
き
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
和

食
文
化
の
保
護
・
継
承
を
念
頭
に
置
い
た
登

録
で
し
た
。
こ
の
登
録
や
近
年
の
健
康
志
向

に
伴
っ
て
、
海
外
の
料
理
人
か
ら
注
目
さ
れ

た
り
、
世
界
中
で
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
急

増
し
た
り
す
る
な
ど
、
和
食
は
世
界
的
に
人

気
を
集
め
る
料
理
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
へ
訪
れ
る
目
的
を
「
食
」
と

す
る
観
光
客
は
、
依
然
と
し
て
多
い
と
こ
ろ

で
す
。
和
食
が
外
国
人
に
評
価
さ
れ
る
背
景

に
は
、「
長
寿
国
の
要
因
の
一
つ
で
あ
る
健
康

的
な
料
理
」「
肉
・
魚
・
野
菜
な
ど
食
材
の
バ

ラ
ン
ス
」「
安
全
・
安
心
な
品
質
」
な
ど
と
い
っ

た
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
和
食
で
す

が
、
そ
の
中
に
は
外
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

食
文
化
を
取
り
込
ん
で
、
発
展
し
た
料
理
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。
柔
軟
に
発
展
し
て
き
た

歴
史
も
含
め
て
、
日
本
が
誇
る
和
食
の
文
化

が
世
界
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　

の
魅
力
を

和
食

発
見

世
界
が
注
目
す
る和

食
の
魅
力

　　「和食 ; 日本人の伝統的な食文化」がユネス「和食 ; 日本人の伝統的な食文化」がユネス

コ無形文化遺産に登録されてから、12 月４日でコ無形文化遺産に登録されてから、12 月４日で

10 周年を迎えます。そこで今号では、日本の伝10 周年を迎えます。そこで今号では、日本の伝

統的な食文化である「和食」について改めて考統的な食文化である「和食」について改めて考

えます。えます。　   　　   　問  市農政課 　0994-31-1117市農政課 　0994-31-1117

和食及び和食文化に対するイメージは？１

和食について

再再

　

和
食
が
海
外
で
高
い
人
気
を
誇
る
一
方
で
、

私
た
ち
の
食
卓
か
ら
は
、
和
食
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

背
景
に
は
、
急
速
な
経
済
発
展
と
食
の
洋
食

化
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
の
電
化
製
品

の
普
及
や
、
冷
凍
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
な

ど
の
充
実
は
、
家
庭
内
で
の
調
理
の
時
間
や

機
会
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
。
ま
た
、
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
普
及
な
ど

に
よ
っ
て
、
旬
な
食
材
に
と
ら
わ
れ
ず
い
つ

で
も
好
き
な
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食
の
選
択
肢
が
増
え

て
い
く
中
で
、
食
生
活
は
豊
か
に
な
り
ま
し

た
が
、
一
方
で
和
食
は
手
間
の
か
か
る
食
事

と
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
ま

た
、
世
帯
人
数
の
減
少
に
よ
る
個
食
化
や
欠

食
、
行
事
食
を
食
べ
る
機
会
の
減
少
な
ど
、

和
食
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
和
食
文
化
を
保
護
し
な
け
れ
ば
、

日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
無
形
文
化
遺
産
に
認
め

ら
れ
た
こ
と
で
、
世
界
的
に
価
値
の
あ
る
日

本
の
食
文
化
を
今
後
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
和
食
の
特
徴
で
あ
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
や
、
地
域
ご
と
の
旬
の
食
材
、

ま
た
、
季
節
の
行
事
食
な
ど
を
再
認
識
し
、

和
食
の
文
化
を
今
後
も
伝
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

日
本
人
が
食
べ
な
い

和
食
の
危
機

令和 4 年度国民の食生活における和食文化の実態調査

健康に良い　　　　　　　　　　　　　　　　65.5％

栄養バランスが良い　　　　　　　　　　 63.9％

季節を感じられる　　　　　　　　　　　　54.1％

旬のものがおいしく食べられる　　　 53.7％

カロリーが低い　　　　　　　　　　　　　　44.3％

料理が難しい　　　　　　　　　　　　　　　22.6％

準備や片付けに手間がかかる　　　　 17.1％

塩分が高い　　　　　　　　　　　　　　　　14.0％

価格が高い　　　　　　　　 　　　　　　　　12.4％

古いイメージがある　　　　　　　　　　　　9.7％

（複数回答）

外国人に紹介したい和食は？２
寿司　　　　　　　　　　71.7％

みそ汁 / 豚汁　　　  55.9％

だし　　　　　　　　　　 49.5％

天ぷら　　　            46.4％

ご飯 / おにぎり　　　45.2％

和菓子                 42.0%

煮物　　　　　　　　　　40.9％

刺身　　　　　　　　　　39.9％

みそなど発酵食品　37.2％

すき焼き　　　　　　　35.1％

おせち料理　　　　　33.8％

日本酒　　　  　　　　33.2％

豆腐料理　　　　　　 32.7％

鍋料理　            　 31.6％

漬物　　　　　　　　　 30.6％

懐石料理             30.2%

うどん　　　　　　　　 27.9％

田舎の伝統料理　　21.2％

その他　　　　　　　　　1.9％

（複数回答）

生まれ育った地域の郷土料理を知っていますか？３

 52.5％  47.5％

知っている 知らない

郷土料理の作り方を受け継いだこと

 20.7％  79.3％

ある ない

平成 25 年

5.5 18.7
約

万店

約

万店

海外にある日本食レストランの数 ※ 1外国人が訪日前に期待していたこと

　1 位　　「日本食を食べること」　37.1％

　 ２位　　「自然 ・ 景勝地観光」　　　     9.1％

　 ３位　　「ショッピング」　　　　　　　     8.3％

※ 2

※ 1　外務省調べに基づき、 農林水産省に

　　　　おいて作成

※ 2　観光庁 「訪日外国人消費動向調査」

　　 　（2023 年 1-3 月期）

　 　の魅力を和食 発見再再

「食事は１日３回決まった時間に食べる」　　70.5％

「１日１食は２人以上で楽しく食べている」　 71.1％

「外食をよくする」　　　　　　　　　　　　　　　　17.7％

市民に聞く食生活アンケート ※ 3和食は手間がかかる？ 「五色 ・ 五味 ・ 五法」

五色＝白、 黒、 黄、 赤、 青 （緑） の 5 つの食材の色

五味＝甘い、 塩辛い、 酸っぱい、 苦い、 辛いの５つの味覚

五法＝焼く、 煮る、 揚げる、 蒸す、 生の５つの調理法

※ 3　第３次鹿屋市健康づくり計画策定にかかるアンケート調査結果

令和 5 年
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次
世
代
に
受
け
継
ぐ

郷
土
料
理

　

南
北
に
長
く
、
様
々
な
気
候
や
風
土

を
持
つ
日
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地

に
伝
わ
る
郷
土
料
理
が
あ
り
ま
す
。
気

候
や
風
土
が
異
な
る
こ
と
で
取
れ
る
食

材
や
調
理
法
も
変
化
し
、
地
域
色
が
豊

か
な
郷
土
料
理
が
形
成
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

鹿
児
島
県
の
郷
土
料
理
を
紐
解
く
と
、

本
土
最
南
端
で
あ
る
地
理
的
特
性
か
ら
、

沖
縄
や
中
国
、
朝
鮮
、
東
南
ア
ジ
ア
と

古
く
か
ら
交
易
が
あ
り
、
交
易
品
の
サ

ト
ウ
キ
ビ
や
サ
ツ
マ
イ
モ
、
落
花
生
な

ど
の
食
材
が
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
律
令
時
代
に
は
薩
摩
国
・
大
隅

国
の
国
府
が
置
か
れ
都
の
文
化
が
流
入

し
た
こ
と
で
、
鹿
児
島
県
の
食
文
化
と

融
合
し
多
様
な
食
文
化
が
形
成
さ
れ
て

い
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
に
も
残
る

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
絞
り
汁
か
ら
作
ら
れ
る

黒
砂
糖
や
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
野
菜
な
ど

に
小
麦
粉
を
ま
と
わ
せ
揚
げ
た
「
が
ね
」

は
、
鹿
児
島
の
郷
土
料
理
の
代
表
格
と

言
え
ま
す
。

　

郷
土
料
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

風
土
や
歴
史
の
中
で
創
意
工
夫
さ
れ
地

域
の
誇
り
と
し
て
育
ま
れ
て
き
た
料
理
。

祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
郷
土
料

理
を
い
ま
一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
汁
三
菜
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

和
食
で
季
節
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
る

　

和
食
の
特
徴
の
一
つ
は
、
そ
の
バ
ラ

ン
ス
の
良
さ
で
す
。
一
回
の
食
事
で
、

た
ん
ぱ
く
質
、
炭
水
化
物
、
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
、
必
要
な
栄
養
素
が
均

等
に
摂
取
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
や
農
林
水
産
省

な
ど
で
は
、「
主
食
」「
主
菜
」「
副
菜
」「
牛

乳
・
乳
製
品
」「
果
物
」
の
５
つ
の
グ
ル
ー

プ
の
食
べ
物
を
ま
ん
べ
ん
な
く
食
べ
る

こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
回
の
食
事
が
「
主
食(

ご

飯
と
汁
物)

」「
主
菜
」「
副
菜
」「
副
々
菜
」

で
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
を
一
汁
三
菜

と
呼
び
ま
す
。
一
汁
三
菜
で
、
子
ど
も

も
大
人
も
必
要
な
栄
養
価
を
摂
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
、
和
食

は
そ
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、

カ
ロ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
野
菜
の
お

ひ
た
し
や
、
酢
の
物
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
食
事
全
体
の
脂
質
の
摂
取
量
を
調

整
す
る
と
い
っ
た
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
日
本
人
の
長
寿

と
も
深
く
関
連
し
て
い
ま
す
。
和
食
は
、

バ
ラ
ン
ス
良
い
栄
養
摂
取
と
健
康
的
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

四
季
を
有
す
る
日
本
は
、
食
卓
に
旬

の
物
を
取
り
入
れ
季
節
を
感
じ
て
生
活

を
楽
し
み
ま
す
。
例
え
ば
、
春
に
な
る

と
山
菜
が
登
場
し
ま
す
し
、
夏
は
ト
マ

ト
や
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
夏
野
菜
が
私
た

ち
の
食
卓
を
彩
り
ま
す
。
ま
た
、
秋
は

ピ
カ
ピ
カ
の
新
米
や
秋さ

ん

ま

刀
魚
、
き
の
こ

類
も
収
穫
で
き
、
冬
に
は
肉
や
魚
を
お

い
し
く
い
た
だ
け
る
鍋
料
理
を
楽
し
め

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
季
節
に
よ
っ
て
提
供

さ
れ
る
食
材
が
変
わ
る
こ
と
で
、
食
卓

は
一
年
を
通
じ
て
様
々
な
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
見
せ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り

を
実
感
で
き
ま
す
。
ま
た
、
料
理
だ
け

で
な
く
、
器
や
盛
り
付
け
方
で
も
四
季

を
感
じ
る
と
こ
ろ
が
、
和
食
が
豊
か
な

料
理
と
言
わ
れ
る
理
由
で
す
。

▲ 20 ～ 40 歳代の約８割が野菜不足。冬　

  野菜には身体を温める効果もあり、鍋　

  料理は野菜と相性の良い料理の一つ

鹿
屋
が
誇
る

新
鮮
で
豊
富
な
食
材

　

自
然
の
恵
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
和
食
は
、
海
・
山
・
里
・
川
か
ら

得
ら
れ
る
四
季
折
々
の
多
彩
で
新
鮮
な

食
材
を
用
い
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
四
季
が
あ
り
南
北
に
長

い
地
形
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
自
然

環
境
の
た
ま
も
の
で
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
全
国
有
数
の
食
料
供

給
基
地
と
言
わ
れ
る
本
市
で
は
、
牛
や

豚
な
ど
の
畜
産
の
ほ
か
、
鹿
屋
港
で
は

カ
ン
パ
チ
や
ブ
リ
な
ど
海
の
恵
み
も
産

出
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
耕
種
農
業
で
は
、

サ
ツ
マ
イ
モ
や
ピ
ー
マ
ン
、
サ
ラ
ダ
ご

ぼ
う
な
ど
豊
富
な
野
菜
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
福
岡
県
出
身
で
、
結
婚
後
に

同
居
す
る
義
母
か
ら
料
理
を
習
っ
て

き
ま
し
た
。
義
母
か
ら
教
わ
っ
た
郷

土
料
理
に
は
、
昔
の
知
恵
が
詰
ま
っ

て
い
ま
す
。
大
根
は
干
す
こ
と
で
一

年
中
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
殺
菌
作

用
の
あ
る
竹
の
皮
で
包
む
柚ゆ

べ

し

餅
子
や

あ
く
ま
き
は
保
存
食
と
し
て
も
お
い

し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

現
在
は
か
の
や
食
育
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
、
親
子
料
理
・
子
ど
も
料
理
教

室
で
様
々
な
郷
土
料
理
を
教
え
る
機

会
が
あ
り
ま
す
。
興
味
深
い
の
は
、
若

い
お
母
さ
ん
た
ち
が
郷
土
料
理
を
知

る
機
会
を
学
べ
て
よ
か
っ
た
と
喜
ん
で

く
れ
る
こ
と
。
現
在
の
お
母
さ
ん
た
ち

が
仕
事
や
育
児
を
抱
え
な
が
ら
料
理

を
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
す
。

教
室
で
は
何
か
一
つ
で
も
料
理
を
覚
え

て
、
家
庭
の
味
と
し
て
子
ど
も
に
伝
え

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一菜

主 菜

肉や魚、 卵や大豆などで

たんぱく質や脂質をとるメ

インのおかず

一汁

汁 物

水分補給のほか、 味覚をリ

セットし、 食べやすさを促

す役割も持つ

一 汁 三 菜 の 例

二菜

副 菜 煮物やあえ物など、

野菜中心でビタミン

やミネラルを補給

三菜

副々菜
酸味や辛味で食欲を

増進し、 消化を助け

る役割

主食

ご 飯
白米はもちろん、 栄

養豊富な五穀米や玄

米もおすすめ

　 　の魅力を和食 発見再再

郷 土 料 理

（よごし）白和え

季節の野菜と豆腐の組み合

わせで作られます。 よごしは

すり鉢やすりこ木を汚しなが

ら作ることからこの名が付い

たと言われています。

茶 節

かつお節にみそを加え、 熱

いお茶を注いで飲みます。

二日酔いや疲労回復に効果が

あると重宝されてきました。

ちゃぶし

が ね

サツマイモの入ったかき揚げ。

昔から身近な郷土料理として

根付いており、 焼酎の肴
さかな

やお

茶請け、 また、 子どものおや

つとしても親しまれています。

古くから家庭の味として受け

継がれ、 法事などでは欠かせ

ない郷土料理。 梅ダレでサッ

パリといただけます。

落花生豆腐

食生活改善推進員
かのや食育サポーター

福
ふくもと

元 和
か ず こ

子 さん

料亭義経

高
たかやま

山 将
ま さ し

士 代表取締役

　

和
食
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は

味
の
評
価
で
遺
産
に
な
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
日
本
の
文
化
が
評
価
さ
れ

た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
和
食

に
は
、
細
分
化
さ
れ
た
季
節
を
表
現

す
る
料
理
や
家
族
の
幸
せ
を
祝
う
行

事
食
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
お

も
て
な
し
の
心
な
ど
、
日
本
人
の
無

意
識
の
う
ち
に
根
付
い
て
い
る
精
神

や
文
化
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る

も
の
が
和
食
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
料
理
が
難
し
く
・
手
間

が
か
か
る
と
の
声
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
家
庭
で
は
、
気
軽
に
五
色
五
味

五
法
を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。
買
い
物
や
調
理
で
は
、
な

る
べ
く
五
色
で
五
つ
の
味
覚
と
な
る

よ
う
、
五
法
は
数
回
の
食
卓
に
分
け

て
提
供
す
る
こ
と
で
、
健
康
的
で
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
な
り
、
和
食

の
良
さ
を
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

4 5 6 7 8 9 1 0 1 2 31 1 1 2

にんじん

さといも

ばれいしょ

たまねぎ

葉ねぎ（周年（4作））

ブロッコリー

サラダごぼう（周年（4作））

市 で 採 れ る 主 な 野 菜 の 収 穫 期

サツマイモ

ピーマンピーマン

（ 月 ）
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かのやのホットな話題をお届け！

HH ttoo
NewsNews

ホットニュースホットニュース

市ホームページに

ほかの写真も掲載中！
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　10月21日、市文化会館で「鹿屋市青少年育成・家庭教
育講演会」が開催されました。これはPTA会員や市民を対
象として、青少年育成や家庭教育に役立つ講演を毎年行っ
ているもの。当日は絵本作家の宮

みやにし
西達

た つ や
也さんが登壇し、

思いやりを持つことの大切さなどを絵本の読み聞かせを
交えながら講演。「一生懸命に働いて、輝いているパパマ
マの姿を子どもたちに見せることが大事」と語りました。

子
ど
も
と
大
人
へ

温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

体
大
サ
ッ
カ
ー
部

国
体
準
優
勝
を
報
告

　10月26日、鹿屋体育大学サッカー部が市役所を訪れま
した。当日は「燃ゆる感動かごしま国体サッカー競技成年
男子」における準優勝を報告した後、日々の練習方法や将
来の目標などについて言葉を交わしました。同部には、Jリー
グ横浜・F・マリノスに加入が内定している吉

よ し だ
田真

ま な と
那斗選手

（４年生）が在籍。同選手は第19回アジア競技大会のU-22
日本代表メンバーに選出され、準優勝に貢献しました。

　10月25日、船間町公民館で「脳トレ＆ボッチャ体験会
～スマホ無料相談会～」が実施されました。これは、菅
原地域で活動している本市の地域おこし協力隊の元

もとむら
村

早
さ き

希隊員が昨年から行っているもので、今回は本市の協
力隊員５人が全員参加。脳トレで頭をほぐした後、パラ
リンピック正式種目でもあるボッチャやスマホの使い方
相談などで地域住民たちと交流しました。

地
区
の
３
町
内
会
と

協
力
隊
員
が
交
流

地
域
の
魅
力
を

英
語
で
披
露
す
る

　10月16日、市文化会館で「令和５年度鹿屋市小・中学
校英語弁論大会」が開催されました。これは、英語力の向
上などを目的に、英語でスピーチやプレゼンテーション
を行うもの。今年は郷土の魅力発信などをテーマに市内
の全小中学校から小学生46人、中学生12人が参加。発表
者は、かのや風土記や地元をPRする映像とともに、身振
り手振りを交えて郷土の特色を英語で披露していました。

御
霊
の
慰
霊
と

恒
久
平
和
を
願
っ
て

　10月21日、平和記念公園慰霊塔前広場で「令和５年度
旧海軍航空隊串良基地出撃戦没者追悼式」が執り行われ
ました。同基地で終戦を迎えた陶芸家で人間国宝の井

いのうえ
上

萬
ま ん じ

二さんなど、式には約150人が出席。慰霊の言葉や献
花が手向けられたほか、「平和の花束2023」中学生の部で
優秀賞を受賞した江

え ぐ ち
口煌

こういちろう
一朗さん（第一鹿屋中３年）が平

和へのメッセージ朗読を行いました。

　10月21日、市文化会館周辺で
「文化ゾーンまるごとブックフェ
スタ」が開催されました。当日は
講演やブックリサイクル、鹿屋中
央高校によるお菓子販売などが実
施され、本に触れながら家族で楽
しい時間を過ごしていました。

ブックフェスタで
新たな本に出会う

　10月21日～23日、「第12回曽於・
肝属地区高等学校合同文化祭」が行
われました。リナシティかのやで
の美術・書道の展示発表のほか、市
文化会館では郷土芸能や演劇・音楽
等を発表。高校生は、お互いの発
表を目を輝かせて楽しみました。

曽於・肝属地区の
高校が成果を発表

　10月20日、市役所駐車場で株
式会社九電工鹿屋営業所によるヤ
シの木のせん定・伐採作業が行わ
れました。これは毎年実施されて
いるボランティア活動で、同社は
市内企業と協力して西原台小学校
の樹木伐採も同日に実施しました。

ヤシの木などが
美しく保たれる

半
世
紀
の
絆
を
祝
う

金
婚
式
を
開
催

　10月31日、ホテルさつき苑（西原１丁目）で「令和５年
度鹿屋市合同金婚式」が行われました。これは、結婚して
50年を迎えた市内の夫婦を祝福し、今後の健康と長寿を
祈念するために毎年市が開催しているもので、今年度は
３年ぶりに昼食会と併せて実施。ステージでは日本舞踊
のほか懐かしの名曲のバンド演奏が披露され、参加した
51組102人の夫婦は結婚した当時を懐かしんでいました。

　10月29日、パーク高須中（高須町）で「大道芸フェス」が
行われました。これは学校跡地を活用するパーク高須中
とみかんばこプロジェクトの共催で、市内での大道芸イ
ベントは初開催。集結した国内のトップパフォーマー８
人は、ジャグリングやパントマイムなど様々な芸を披露。
多くの来場者でにぎわった会場では、洗練されたパフォー
マンスに大きな歓声や笑い声、拍手が鳴り響きました。

観
客
を
く
ぎ
付
け
に

大
道
芸
に
喝
采

本
市
出
身
漫
才
コ
ン
ビ

母
校
で
ネ
タ
を
披
露

　11月２日、鹿屋中学校出身のさつまあげ（吉
よしどめ

留千
ち さ と

沙澄）
さんと串良中学校出身の大

おおやま
山（大山礼

れ い あ
安）さんのお笑いコ

ンビ「サービスエリア」が、串良小学校と串良中学校を訪
れました。当日はお笑いステージの披露などで在校生と
交流。さつまあげさんは生徒からお礼のメッセージを伝
えられると「私の母校ではないがすごくうれしい。あり
がとう」と涙を流して感謝の言葉を語りました。

旭き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う

日
双
光
章

　
池い
け
だ田 

徹と
お
る 

さ
ん
　  （
76
歳
・
下
祓
川
町
）

　
　
元
鹿
屋
市
医
師
会
会
長

　
宮み
や
じ
ま島 

眞し
ん
い
ち一 

さ
ん
　（
74
歳
・
笠
之
原
町
）

　
　
元
鹿
屋
市
議
会
議
員

瑞ず
い
ほ
う宝
単た
ん
こ
う光
章

　
榎

え
の
き
は
ら原 

秀ひ
で
の
り則 

さ
ん
　（
73
歳
・
南
町
）

　
　
元
鹿
屋
市
消
防
団
副
団
長

　
郷ご
う
は
ら原 

茂し
げ
み美 

さ
ん
　（
66
歳
・
郷
之
原
町
）

　
　
元
防
衛
技
官

　
山や
ま
ぞ
の薗 

謙け
ん
い
ち一 

さ
ん
　（
74
歳
・
王
子
町
）

　
　
元
鹿
屋
市
消
防
団
副
団
長

　
渡わ
た
な
べ邉 

正ま
さ
と人 

さ
ん
　（
76
歳
・
下
高
隈
町
）

　
　
現
民
生
・
児
童
委
員

令
和
５
年
秋
の
叙
勲

令和５年秋の褒章・叙勲を市内在住の６人が受章され

ました。おめでとうございます。（年齢は受章時）



お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト

≪

の取り組み

私
の
仕
事

≪

コ
コ
に
注
目
‼

▶ホーム
　ページ

株式会社 鹿児島橘製作所

やってみ
たい

仕事が見
つかる！

ま
ち
の

     
お
し
ご
と

VOL.21

お
客
様
が
求
め
る

「
形
」
を
実
現
す
る
た
め
に

　

私
の
父
が
大
阪
で
昭
和
37
年
に

橘
製
作
所
を
創
業
し
、
旧
吾
平
町

の
誘
致
を
受
け
て
昭
和
63
年
に
設

立
し
た
の
が
鹿
児
島
橘
製
作
所
で

す
。
九
州
・
山
口
地
区
を
中
心
に
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
加
工
用
金
型

の
設
計
や
製
造
、
販
売
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

金
型
と
い
っ
て
も
、
出
来
上
が

る
製
品
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て
そ
の
大

き
さ
は
様
々
。
弊
社
で
は
主
に
自

動
車
や
バ
イ
ク
、
生
活
雑
貨
に
使

わ
れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
用
の

金
型
を
請
け
負
っ
て
お
り
、
比
較

的
大
き
め
の
サ
イ
ズ
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
生
成
物
が
大
き
い
と
、

少
し
の
誤
差
や
ゆ
が
み
が
積
み
重

な
り
、
そ
の
結
果
大
き
な
誤
差
が

出
て
し
ま
う
の
で
、
小
さ
い
も
の

を
作
る
と
き
と
は
違
う
精
密
さ
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
２
色
成

型
金
型
の
特
許
も
取
得
。
こ
れ
は

２
種
類
の
材
料
を
一
体
化
し
て
成

型
す
る
も
の
で
、
例
え
ば
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
表
面
に
エ
ラ
ス
ト
マ
ー

と
い
っ
た
ゴ
ム
の
よ
う
な
樹
脂
を

組
み
合
わ
せ
た
製
品
を
作
る
こ
と

が
可
能
な
技
術
で
す
。

　

金
型
製
造
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
工
場
の
稼
働
状
況
や
新
製
品

の
開
発
な
ど
に
左
右
さ
れ
や
す

く
、
年
間
の
受
注
数
に
波
が
あ
る

産
業
で
す
。
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
は

多
く
の
工
場
が
停
止
し
て
し
ま
っ

た
た
め
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
金

型
の
発
注
数
も
減
少
し
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
安
定
し
た
会
社
運

営
を
行
う
た
め
に
、
将
来
は
自
社

で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
商
品
そ
の
も
の

を
製
造
・
販
売
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
一
般
の
皆
さ
ん
が
直

接
目
に
す
る
商
品
を
扱
う
職
種
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
間
接
的
に
皆

さ
ん
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
業
の
お
客
様

た
ち
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
理
想
的
な
「
形
」
づ
く

り
の
実
現
を
お
手
伝
い
し
て
い
き

ま
す
。

株
式
会
社 

鹿
児
島
橘
製
作
所

橘橘
た
ち
ば
な

た
ち
ば
な  

昌昌ま
さ
ひ
こ

ま
さ
ひ
こ彦彦    

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

作
っ
た
金
型
を
使
用
し
て

自
社
で
テ
ス
ト

　

作
成
し
た
金
型
は
お
客
様
の
工

場
の
成
型
機
に
取
り
付
け
て
使
用

さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
で
不
具
合
が

見
つ
か
っ
て
し
ま
う
と
取
り
外
し

て
持
ち
帰
り
、
微
調
整
し
て
ま
た

取
り
付
け
、
と
い
っ
た
手
間
が
増

え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

弊
社
で
は
、
テ
ス
ト
用
の
成
型

機
を
複
数
台
設
置
し
て
お
り
、
金

型
の
テ
ス
ト
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
実
際
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

成
型
し
て
サ
ン
プ
ル
の
出
来
に
応

じ
て
金
型
の
調
整
を
す
る
こ
と
が

可
能
。
こ
の
テ
ス
ト
用
成
型
機
を

金
型
メ
ー
カ
ー
が
持
っ
て
い
る
の

は
九
州
内
で
も
珍
し
く
、
お
客
様

の
製
品
の
品
質
向
上
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
樹
脂
は
環
境
負
荷
軽
減

素
材
や
耐
熱
、
ラ
メ
が
入
っ
た
も

の
な
ど
多
様
化
し
て
い
る
た
め
、

▲テスト成型機は使用する用途に応

　じて複数台設置しており、２色成

　型金型にも対応している。

今
後
は
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
テ
ス

ト
機
の
導
入
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　工業機械は取り扱いを一歩でも間違え

ると大けがにつながります。３か月に１

回実施している全員出席の安全講習で

は、社員の中からプレゼンターを

選び、大けがにつながる状況を

想定しながら危機管理

に努めています。

大けがを未然に防ぐ

○住　　所　鹿屋市吾平町上名 4760-1

○電　　話　0994-58-5111

○設　　立　昭和 63 年　　○代表者　橘 昌彦

○従業員数　25 人（社員）

○平均年齢　39 歳　

○勤務時間　7時間 45 分

○採用実績　２人（令和５年度）

○福利厚生　各種保険（雇用、健康、

　厚生年金、労災、通勤手当）

株式会社 鹿児島橘製作所

〒 893-0014
鹿屋市寿 8-11-4
☎ 0994-35-1281
年中無休
営業時間　9:30 ～ 24:00

マンガ倉庫 鹿屋店

マンガ倉庫 鹿屋店

鹿屋中央高校 文

鹿屋警察署

553

68

　

私
が
お
す
す
め
す
る
お
店
は
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
ン
ガ
倉
庫
」

さ
ん
で
す
。

　

ア
ニ
メ
な
ど
が
好
き
な
た
め
、
よ

く
ホ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
る
の

で
す
が
、
何
か
買
い
た
い
物
を
具
体

的
に
決
め
て
行
く
の
で
は
な
く
「
何

か
な
い
か
な
」「
こ
ん
な
も
の
も
入
っ

た
ん
だ
」
な
ど
と
見
に
行
く
の
が
楽

し
い
で
す
。

　

ま
た
、
１
階
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
フ
ロ
ア
に
は
多
く
の
ク
レ
ー
ン

ゲ
ー
ム
が
設
置
し
て
あ
り
、
私
も
景

品
ゲ
ッ
ト
の
た
め
に
一
喜
一
憂
し
て

い
ま
す
。

　

私
は
加
工
し
た
金
型
に
細
か
い
部

品
を
取
り
付
け
た
り
、
表
面
を
磨
い

た
り
す
る
仕
上
げ
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
金
型
に
よ
っ
て
は
１
０
０
分
の

１
㎜
で
も
誤
差
が
あ
る
と
商
品
の
品

質
に
影
響
す
る
の
で
、
と
て
も
大
事

な
工
程
で
す
。
ま
た
、
表
面
磨
き
は

手
作
業
で
行
う
の
で
す
が
、
少
し
で

も
傷
が
入
っ
て
い
る
と
そ
の
金
型
で

作
っ
た
製
品
に
も
傷
が
付
い
て
し
ま

う
た
め
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

職
場
は
先
輩
た
ち
と
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
く
、
入
社

し
始
め
の
頃
か
ら
優
し
く
接
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
大
き
な
金
型
や
２
色
成
型
金

型
を
仕
上
げ
た
こ
と
が
な
い
た
め
、

そ
う
い
っ
た
難
し
い
物
を
任
さ
れ
る

よ
う
に
技
術
を
磨
い
て
い
き
ま
す
。

田崎町出身。鹿屋農業高校

機械科を卒業し、地元で就

職したいと入社。趣味はボ

ウリングで、週２で笠之原

ボウル（肝付町）に通う。ベ

ストスコアは246点。

仕上げ

中
な か は ら

原 圭
け い い ち ろ う

一朗 さん
（入社７年目）
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　10月７～ 17日に「燃ゆる感動かごしま国体」、10月28 ～
30日に「燃ゆる感動かごしま大会」が開催され、鹿児島県
は東京都に次いで天皇杯２位という結果になりました。国
体連載企画の最後となる今回は、県内各地の実施競技を
追ってカメラに収めた、鹿屋にゆかりのある鹿児島県代表
選手の活躍を紹介します。

　　　　　　　　　問市国体推進室　☎0994-31-1132

感動をありがとう

国
体
連
載
企
画 体への道

ROAD to KOKUTAI国
第
４
弾

15｜ KANOYA  Vol.430 December 2023 ｜ 14December 2023 ｜ 14



　スマートフォンでマイナ

ンバーカードを読み取り、

証明書交付を申請します。

交付手数料はクレジット

カードで引き落とされ、証

明書は後日自宅に郵送され

るので、市役所に行く必要

はありません。

※それぞれ対応可能な証明書や窓口が異なりますので、別途ご確認ください。

１１端末操作

　コンビニエンスストアの

マルチコピー機（キオスク

端末）で「行政サービス」

を選択します。

３３証明書の交付

　必要な証明書や部数を入

力し、料金を入れます。

１枚

スマートスマート
市役所市役所

マイナンバーカードを取得しよう

なな

を目指してを目指して

行かない行かない市役所市役所
電子申請

待たない待たない市役所市役所

　窓口の発券機で発行され

る受付番号札の二次元コー

ドを読み取ると、待ち人数

が表示されます。この間に

他の用事を済ませたりする

ことで、待合所でずっと待

つことなく受け付けができ

ます。

窓口の混雑状況確認

書かない書かない市役所市役所

　事前にスマートフォンで

必要事項を入力し、市役所

にあるタブレットに二次元

コードを読み込ませると、

記入済みの申請書が印刷さ

れます。窓口で申請書を記

入する必要がなく、時間短

縮につながります。

申請書の事前作成

誰でもカンタン！
・・・・

コンビニ交付コンビニ交付

２２カード読み取り

　マイナンバーカードを読

み取り、交付時に設定した

４桁の暗証番号を入力しま

す。

　コンビニエンスストアでの証明書交付にはマイナンバーカードが必要です。

　マイナンバーカードを持っていない人は、申請をしましょう。市役所や総

合支所のほか、郵送やスマートフォン・パソコンを使用しての申請が可能です。                                       

問市民課　☎ 0994-31-1184

　証明書の発行は、以前は窓口に来庁しての手続きが一般的でした。しかし、　証明書の発行は、以前は窓口に来庁しての手続きが一般的でした。しかし、

デジタル技術の発展やマイナンバーカードの普及により、現在では市役所にデジタル技術の発展やマイナンバーカードの普及により、現在では市役所に

行かなくても申請ができたり、交付が受けられたりするものもあります。よ行かなくても申請ができたり、交付が受けられたりするものもあります。よ

りスマートな方法で、行政サービスを利用してみませんか。りスマートな方法で、行政サービスを利用してみませんか。

問問市デジタル推進課　☎ 0994-31-1135市デジタル推進課　☎ 0994-31-1135

コンビニで交付可能な証明書

※利用できるコンビニエンスストア

　全国のセブン -イレブン、ファミリーマート、ローソンの各店舗

種別 手数料 発行できる日時 取得できる人

住民票の写し

（謄本、抄本）

200 円
毎日

6:30 ～ 23:00

・本人

・同一世帯の人

印鑑登録証明書 ・印鑑登録をしている本人

所得課税証明書

所得証明書

課税証明書

所得証明書（児童手当用）

・本人

戸籍（謄本、抄本） 450 円
平日

8:30 ～ 17:00

・本人

・同一戸籍の人

（本籍が本市の人）

※事前に利用申請が必要

戸籍附票の写し

（謄本、抄本）
200 円

夜間・休日でも
発行可能 ‼

↑

Get!Get!

コンビニエンスストアでの本市の

住民票（謄本・抄本）交付部数

8,000

6,000

4,000

2,000

0

H29     H30      R1      R2     R3      R4

7,024

4,364

2,050
1,032768502

（部）

　

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
て
、
社
会
や
生
活
を
よ
り
良

い
も
の
へ
と
変
え
る
取
り
組
み
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
向
上
の
た
め
「
行
か
な
い
」「
書
か

な
い
」「
待
た
な
い
」
市
役
所
を
目
指

し
て
窓
口
の
Ｄ
Ｘ
を
中
心
に
進
め
て
い

ま
す
。

　

窓
口
で
の
手
続
き
は
、
特
に
繁
忙
期

に
お
い
て
は
長
時
間
お
待
た
せ
し
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
仕
事

な
ど
で
日
中
市
役
所
に
行
く
時
間
を
と

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
利
用
し
た

い
時
間
帯
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、本
市
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
り
、

待
ち
時
間
を
有
効
に
使
え
た
り
、
窓
口

に
行
か
な
く
て
も
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
交
付
で
き
た
り
、
自
宅
に
い
な

が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
で
き
た
り

と
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
窓
口
で
の
証
明
書
交
付
以
外

の
分
野
で
も
、
よ
り
快
適
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
の
た
め
に
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　コンビニエンスストアでの本市の住民票交付

部数は年々増加しています。令和４年度には

7,000 部以上がコンビニで交付されており、多

くの人々が利用していることが分かります。

　市外のコンビニエンスストアでも証明書の交

付が可能でとても便利ですので、ぜひ活用して

ください。
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申請・募集 お知らせ 講座 催し物

※予定は変更になる場合があります。※郵送・FAX 等での応募等が可能な場合は、各情報の下段に宛先を記載しています。

イベント情報イベント情報

大隅大隅のイベントのイベント

月月12 
12 月  ２日（土）
　人権問題講演会　　　　　　　　　  （市文化会館）
12 月  ３日（日）
　第 13 回冬華火「なんて素敵な一日」with 冬祭り

（リナシティかのや）

　第 23 回ツール・ド・おおすみサイクリング大会
（霧島ヶ丘公園）

　 第１回 N
ヌ ー ド ル
OODLE O

お お す み
OSUMI 推しメン選手権大会　

（霧島ヶ丘公園）

12 月  ３日（日）～令和６年２月 17 日（土）
　豊栄橋イルミネーション　　　　  （串良町豊栄橋）
12 月 11 日（月）～ 25 日（月）
　クリスマスファンタジーナイト 2023in霧島ヶ丘公園

（霧島ヶ丘公園）

12 月 25 日（月）～ 30 日（土）
　鹿屋市消防団年末特別警戒　　　　　  （市内一円）

年末年始のごみの持ち込み・バスの運行状況をご確認ください

年末年始のごみの持ち込み
●ごみの持ち込み場所　※必ず分別をして搬入してください。

●開所日　搬入時間＝ 8:30 ～ 12:00、13:00 ～ 16:30　※赤太枠内は混雑が予想される期間

●肝属地区清掃センターに持ち込みできない主なもの
○消火器、タイヤ、スプリング入りベッド・ソファー　○有害性、危険性、引火性、爆発性のあるもの
○ごみの処理を困難にし、施設設備機能に支障が生じるもの
○リサイクル対象品（家電製品、パソコン、オートバイ　等）
○新聞紙、雑誌、ダンボール、缶類、ペットボトル、使用済小型家電などの資源物（鹿屋市資源センターへ持ち込み）
※大型車両（４t ロング等）での持ち込み不可　　　　　　　　　　　　　　　　　 問市生活環境課　☎ 0994-31-1115

ごみの種類 持ち込み場所 住所 ☎（0994）
燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ 肝属地区清掃センター 串良町下小原 3893-8 63-0168
資源物・金属製粗大ごみ・乾電池・蛍光灯 鹿屋市資源センター 下高隈町 4319-1 45-2900

センター名
12 月 １月

24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

肝属地区清掃センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 〇 × ○ ○ ○

鹿屋市資源センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ 〇 × ○ ○ ○

年末年始のバスの運行
●鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス・くるりんバス・乗合ワゴンの運行日

※ ○は通常運行　※その他路線バスは12/29～1/3の間、日曜・祝日ダイヤとなります。詳しくは鹿児島交通㈱にご確認ください。

バスの種類
12 月 1 月

26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 ７
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

かのやくるりんバス

市街地 ○ ○ ○

運休

○ ○ ○ ○
市街地北 ○ ○ ○
大姶良 ○
輝　北 ○ ○
串　良 ○ ○ ○ ○ ○

かのや市乗合ワゴン（吾平・川東線） ○ ○ ○ ○
かのや市乗合ワゴン（花岡・上野線） ○ ○ ○ ○ ○

問鹿児島交通㈱
　鹿屋営業所（バス）
　☎0994-65-2258

国民健康保険税の期限内の
納付にご協力ください

　12 月は、「県下一斉国保税滞納整理強化月間」です。
　市では滞納整理強化のため、夜間・休日窓口の開設、
訪問催告などを行います。
○国民健康保険税の納付は、口座振替が原則です。
○ 未納のまま再三の催告にも応じない場合は、財産の

差押えなどを行うことがあります。また、特段の理
由なく滞納が続くと、有効期間の短い短期被保険者
証や医療機関において一時的に全額自己負担（10 割
負担）となる被保険者資格証明書が交付されます。

○特段の理由があって納付が困難な場合は、ご相談く
　ださい。

問市健康保険課　☎ 0994-31-1162

12月17日（日）に
自動交付機を利用停止します

　電気設備点検に伴う停電のため、市役所本庁舎の自
動交付機（住民票の写し、印鑑登録証明書、税証明の
交付）は次の時間利用できません。ご理解とご協力を
お願いします。
● 利用停止日時　12 月 17 日（日）　終日
※マイナンバーカードを利用した証明書等のコンビニ
　交付は利用可能
※コンビニ交付は、セブン－イレブン、
　ローソン、ファミリーマートで利用
　可能

問市総務課　☎ 0994-31-1127

市公共施設のネーミング
ライツパートナー

問市財政課　☎ 0994-31-1153

市公共施設に企業名等を冠した愛称を一定期間付与する権利
●募集施設
№ 募集施設
1 串良平和アリーナ
2 市体育館
3 市武道館

※№ 1 は「平和アリーナ」の表記は残すこと
●対象者　市内に本社・事業所を有する法人等
●応募　令和６年２月 29 日（木）までに申込書等を提出
※応募は随時受け付け、審査を各月で実施
※申込書等は市財政課、市ホームページに有り

№ 募集施設
４ かのやグラウンド・ゴルフ場
5 市文化会館

交通安全意識を高め
年末年始を迎えましょう

　12 月 10 日（日）～令和６年１月 10 日（水）の期間、
「年末年始の交通事故防止運動」が実施されます。安全
で安心なまちづくりの推進のため、次のことを心掛け
ましょう。
○夕暮れ時、夜間の交通事故防止
○自転車乗車用ヘルメットの着用推進
○飲酒運転の根絶
　忘年会や新年会などが開催される年末年始は、飲酒
機会が増える時期です。一人ひとりが「飲酒運転を絶
対にしない・させない」という強い意志を持って飲酒
運転を根絶しましょう。

問市安全安心課　☎ 0994-31-1124

障がいのある人への
理解を深めましょう

　12 月 3 日（日）～ 9 日（土）は「障害者週間」です。
これは障がいのある人たちの社会参加を推進し、理解
と認識を深めるための週間です。
　障がいのある人は、生活の様々な場面で不自由を感
じることがあります。あなたのちょっとした配慮や工
夫で、障がいのある人の社会参加の機会は広がります。
　障がいのある人への理解を
深め、誰もが自然に手助けす
ることのできる「心のバリア
フリー」を広めましょう。

問市福祉政策課　☎ 0994-45-4726

問市地域活力推進課
　（乗合ワゴン）
　☎0994-31-1147

12 月  ２日（土）　
　志布志イルミネーション 2023 点灯式

（志布志鉄道記念公園）
12 月  ３日（日）　
　つながるマルシェ　　　 （JR 志布志駅多目的広場）

※〇は開所
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「かごしま出会いサポートセンター」
で素敵な出会いを見つけませんか

　次の日時で、かごしま出会いサポートセンターの出
張窓口が開設され、「会員登録」や「お相手さがし」を
市内で行うことができます。
●日時　12 月 23 日（土）　9:50 ～ 16:00
※最終受付は 15:10
● 場所　リナシティかのや芸術文化学習プラザ研修室３
※電話又はかごしま出会いサ
　ポートセンターホームペー
　ジから事前予約が必要

問かごしま出会いサポートセンター
　☎ 099-208-1150

▲かごしま出会いサポート
　センターホームページ

北朝鮮による人権侵害問題に
ついて認識を深めましょう

　12 月 10 日（日）～ 16 日（土）は「北朝鮮人権侵
害問題啓発週間」です。
　北朝鮮当局による拉致などの人権侵害問題に対する
認識を深めましょう。
●北朝鮮人権侵害問題啓発週間に伴うパネル展
○期間＝ 12 月８日（金）～ 15 日（金）
○場所＝市役所１階ロビー
○ 内容＝拉致問題のパネルやパンフ

レット・ブルーリボンのツリー展示、
署名活動、募金活動　など

問市福祉政策課　☎ 0994-31-1113

「令和６年二十歳のつどい」を
１月４日（木）に開催します

●日時　令和６年１月４日（木）　14:30 ～ 15:30
●会場　串良平和アリーナ
● 対象者　平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日に

生まれた人
●その他
○式典対象者や出演者以外の保護
　者・親族・友人等は入場不可
※参加に際し、付き添い等配慮
　が必要な場合は要相談
○会場及び敷地内は飲酒及び喫
　煙禁止

問市生涯学習課　☎ 0994-31-1138

クリスマスファンタジーナイト
2023in霧島ヶ丘公園

霧島ヶ丘公園が 20 万球の彩り豊かなイルミネーション
で幻想的なファンタジースポットに変身するイベント
●日時　12 月 11 日（月）～ 25 日（月）17:30 ～ 20:30
※雨天及び荒天時は開催なし
●場所　霧島ヶ丘公園　●入園料　無料
●内容
○ BGM 生演奏＝毎週土曜日
○ ミニ花火ショー（20:00 から 15 分程度）＝ 12 月

16 日（土）、23 日（土）、24 日（日）
● その他　かのやえんがわ、くろぶたの丘は夜間特別

営業予定

問かのやばら祭り実行委員会　☎ 0994-40-2170

肝属地区環境ふれあい館
後期講座

●日時・講座名・応募期限

●場所　肝属地区環境ふれあい館
●対象者　20 歳以上の人
※ No.4・6 は誰でも参加可能
※ No.1・3 は全ての日程に出席可能な人
●定員
○ No.1・3・4・5 ＝ 10 人
○ No.2 ＝８人
○ No.6 ＝親子 10 組
●受講料　無料　※№ 3・4 は材料費が必要
● 応募　応募期限までに連絡又は来館、もしくは希望

講座名 • 氏名 • 住所 • 電話番号を記入した用紙（任意
様式）を FAX

問肝属地区環境ふれあい館
　☎ 0994-62-8101　FAX 0994-62-8102

№ 期日（R6） 時間 講座名 応募期限

１
1/11（木）
1/25（木）
2/  8（木）

10:00
～

15:00

古着リメイク「裂き織り」
～織った布で小物を作
りましょう～

12/22（金）

２ 1/24（水）
9:30
～

15:00

リメイク小物作りの集い
「冬のほっこりスリッパ

作り」
R6.1/12（金）

３
2/  2（金）
2/16（金）

10:00
～

15:00

古着リメイク
～置き鯉作り～

R6.1/26（金）

４ 2/11（日・祝）
10:00

～
12:00

おいしい野菜を育てま
しょう
～ EM ぼかし肥料作り～

５ 2/21（水）
9:30
～

15:00
T シャツで布ぞうり作り R6.2/  9（金）

６
2/23（金・祝）
2/24（土）
2/25（日）

9:00
～

15:00

桃の節句
「ガチャポンカプセルで

おひなさま作り」
当日受付

人権の尊重について
考えてみましょう

　12 月４日（月）～ 10 日（日）は「第 75 回人権週間」
です。いじめ、虐待、インターネット上の誹謗中傷など、
一人で悩まずお気軽にご相談ください。大切な人権に
ついて、この機会に考えてみましょう。
●お気軽に電話相談ができます
○鹿児島地方法務局鹿屋支局＝☎ 0994-43-6790
○みんなの人権 110 番＝☎ 0570-003-110
○こどもの人権 110 番＝☎ 0120-007-110
○女性の人権ホットライン＝☎ 0570-070-810
※受付時間は平日の 8:30 ～ 17:15
※こどもの人権 110 番以外の通話料は、相談者の負担

問鹿児島地方法務局鹿屋支局　☎ 0994-43-6790

農業研修センター
「手作り食品加工講座」

初心者を対象とした食品加工の体験講座
●期日等

●時間　9:00 ～ 12:00
●対象者　食品加工グループ未加入者で市内在住又は
　在勤の人（高校生以上）
●定員　各５人程度
●材料費　各講座 2,000 円程度（別途保険料が必要）
● 応募　講座日の 10 日前までに各施設に連絡

問市農業研修センター　☎ 0994-43-9292

№ 期日（R6） 講座名 場所 ☎（0994）

１ 1/19（金） そば
甘酒

市農業研修
センター 43-9292２ 2/10（土） めんつゆ

ガトーショコラ

３ 3/18（月） 焼肉の味
み そ

噌だれ
ヨーグルトケーキ

４ 1/26（金） 甘酒
ココア菓子

はらいがわ
ふれあい
センター

43-8713５ 2/16（金） 焼肉のたれ
アップルケーキ

６ 3/15（金） すし具
マドレーヌ 空がつなぐまちを巡る

平和スタンプラリー2023
旧海軍でつながる４市１町の戦跡を巡り、特産品がゲッ
トできるデジタルスタンプラリー
●実施期間　令和６年１月 31 日（水）まで
●実施地域　鹿屋市、大分県宇佐市、
　熊本県錦町、兵庫県加西市、兵庫
　県姫路市
●参加方法　登録フォームからユー
　ザー登録して参加
※スタンプ２個～５個までの計４つ
　の賞有り

問空がつなぐまち・ひとづくり推進協議会（市ふるさと PR 課内）
　☎ 0994-31-1121

「こども計画（仮称）」策定の
ための調査にご協力ください

　市による子ども・子育て世帯への施策に関する計画
策定の参考にするため、未就学児及び小学生の保護者
を対象にニーズ調査を実施します。一人でも多くの人
のご協力をお願いします。
●対象者　未就学児・小学生の保護者
●実施期間　11 月下旬～ 12 月下旬頃（予定）
●依頼方法
○未就学児＝郵送又は各教育・保育施設から依頼
○小学生＝各小学校から依頼

問市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

古江駅開設100周年イベント
古江わくわく軽トラ市

大正 12 年 12 月 19 日に開設された古江駅の 100 周
年を記念するイベント
●日時　12 月 17 日（日）　９:00 ～ 15:00
●場所　古江鉄道記念公園　●入場料　無料
●内容
○古江の写真・絵画展
○鉄道を中心に古江を振り返る講演会
○ 軽トラ市　○カンパチ食べ比べ等の各種イベント
●その他　古江駅 100 周年を記念して作成された「古
　江まち歩きマップ」をもとに、古江町内の石猫８匹
　を SNS で投稿すると人気商品をプレゼント

問古江みなと市場　☎ 0994-36-8178
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誰でも持っている「別の輝く顔」にフォーカス 放課後は

の顔別別

タイム トラベルタイム トラベル
～温故写新～

昔、鹿屋で起きた出来事にクローズアップ！

夢夢
A bridge of dreamA bridge of dream

のかけ橋のかけ橋

↑

18話

↑

20話

school

i n fo rmat ionin fo rmat ion

【左】トランポリンを使ったカリキュラム。体を使って全身の感覚を養うため

　　　のトレーニングとして有効。何よりも子どもたちが楽しく活動できるこ

　　　とが大切

【右】新しいリトルオレンジズの改修イメージ図。日野さんの熱意に共感した

　　　東京の一級建築士が設計した

NPO法人リトルオレンジズ
代表理事
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や
り
や
愛
情
を

持
っ
て
一
生
懸
命
作
り
上
げ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
、
後
に
理
論
や
知
識
に
裏
付
け

ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
、
そ
の
度
に

私
た
ち
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
一
だ
と

胸
を
張
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、な
ん
で
も
表
彰
し
て
あ
げ
る
・

褒
め
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、
褒
め
ら
れ
る

機
会
を
・
で
き
る
を
感
じ
ら
れ
る
機
会

を
・
愛
さ
れ
る
機
会
を
」
と
い
う
リ
ト

ル
オ
レ
ン
ジ
ズ
の
理
念
の
も
と
、
あ
り

の
ま
ま
の
子
ど
も
た
ち
が
愛
さ
れ
、
そ

し
て
自
分
自
身
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
過
程
は
、
周
囲
の

人
々
や
環
境
な
ど
の
相
互
作
用
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
が

集
う
場
所
と
し
て
、
近
々
、
建
物
を
改

築
す
る
予
定
で
す
。
カ
フ
ェ
や
ス
タ
ジ

オ
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
施
設
な
ど
を

組
み
込
む
こ
と
で
、
そ
こ
に
い
る
人
た

ち
が
交
差
し
、
意
図
し
な
い
化
学
反
応

を
起
こ
せ
る
よ
う
な
場
所
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
通
う
子
ど
も
た
ち
が
、
思
い

も
よ
ら
な
い
成ミ

ラ
ク
ル長

を
見
せ
て
く
れ
る
こ

と
で「
福
祉
は
私
の
天
職
だ
っ
た
ん
だ
」

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

鹿屋市出身。大学在学中に

アメリカへの留学経験を持

つ。夫と７歳の娘の３人家

族で、旅行先での神社仏閣

巡りが好き。先日、御朱印

帳が５冊目に突入。

キッズパーク・シスコ

○場所 寿８丁目10-4

日
ひ の

野  尚
な お こ

子 さ
ん

Y
u
y
a
 M

o
rim

o
to

鹿屋農業高校 

森
も り も と

本 悠
ゆ う や

也 さん （１年生）

　 ４歳から水泳をしており、 同校水

泳部所属で50・100m自由形の選

手。 パソコン操作が得意で、 文化祭

ではクラス発表で行った動画制作の

編集を担当した。

味
線
を
「
か
っ
こ
い
い
」
と
は
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
同
年
代
で
し
て
い
る
人

が
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
始
め
る

き
っ
か
け
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
実

際
に
習
い
始
め
て
か
ら
は
、
単
に
弾
く

だ
け
で
は
な
く
正
座
や
お
辞
儀
の
仕
方

な
ど
様
々
な
作
法
も
学
ぶ
必
要
が
あ

り
、
初
め
の
頃
は
楽
器
を
持
つ
こ
と
も

許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
三
味

線
は
そ
の
日
の
湿
度
に
応
じ
て
皮
の
張

り
具
合
が
変
わ
っ
た
り
、
奏
者
も
一
日

弾
か
な
い
だ
け
で
感
覚
が
狂
っ
た
り
し

て
し
ま
い
ま
す
。
と
て
も
難
し
い
楽
器

で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
練
習
を
続
け
て
、

い
ず
れ
は
「
鹿
屋
市
文
化
祭
」
の
よ
う

な
大
き
な
舞
台
で
演
奏
で
き
る
よ
う
な

弾
き
手
を
目
指
し
た
い
で
す
。

叔
父
が
三
味
線
の
先
生
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
幼
い
頃
か

ら
様
々
な
民
謡
に
触
れ
て
育
っ
て
き
ま

し
た
。
中
学
生
の
時
か
ら
正
式
に
三
味

線
を
習
い
始
め
た
の
は
、
友
人
に
誘
わ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
そ
れ
ま
で
三

school

after

中新
し ん で ん

田の用水路

　

吾
平
町
の
東
・
中
・
西
新
田
に
は

そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
大
き
な
用
水
路
が

あ
り
ま
す
。
中
新
田
は
明
暦
元
年

（
１
６
５
５
年
）、
東
・
西
新
田
は
寛

文
年
間（
１
６
６
１
～
７
２
年
）
に

造
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
用
水
路
の

開
設
に
よ
っ
て
吾
平
町
の
水
田
面
積

は
劇
的
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

中
新
田
に
は
、
岩
盤
や
シ
ラ
ス

の
ト
ン
ネ
ル
が
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
固
い
岩
石
を
崩
し
掘
り
進
め
る

こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
岩
盤
崩
し
の
公
役
は

「
一い
っ
し
ゅ
く
や
っ

升
公
役
」と
言
わ
れ
、
一
升
の
ま

す
い
っ
ぱ
い
の
岩
石
が
取
れ
る
頃
に

は
一
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
、

難
関
中
の
難
関
工
事
で
あ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
用
水
路
開
設
は
突
貫

工
事
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
働
き
に

来
て
い
た
高
隈
の
人
夫
が
シ
ラ
ス
の

下
敷
き
と
な
る
惨
事
も
発
生
。
こ
れ

は
難
工
事
に
対
し
、
責
任
感
の
強

か
っ
た
役
人
が
休
憩
時
間
に
も
作
業

を
継
続
さ
せ
て
い
た
と
こ
ろ
突
然
シ

ラ
ス
が
崩
れ
落
ち
、
水
汲
み
に
出
て

い
た
１
人
を
除
き
全
員
が
死
亡
し
た

大
事
故
で
し
た
。
そ
の
後
、
遺
族
は

役
人
を
長
い
間
呪
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
工
事
に
は
多
く
の
苦
労

や
犠
牲
が
つ
き
ま
と
う
も
の
で
す

が
、
そ
の
役
人
は
別
段
悪
意
が
あ
っ

て
や
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
使
命
感

か
ら
こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
役
人
は
亡
く

な
ら
れ
た
高
隈
の
人
た
ち
を
追
悼
す

る
た
め
、
毎
年
惨
事
の
日
に
は
供
養

を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
先
人
た
ち
の
努
力
で
吾

平
町
の
水
田
は
築
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
美
し
い
農
地
は
今
後
も
次
代
に
受

け
継
が
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

▲現在も活用されている用
　水路。山を削って作られ
　たものも多く、重機がな
　かった当時は過酷な作業
　であったことが伺えます
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肌寒くなる季節、田崎多目的運動広場や
田崎みどりの広場のイチョウたちが色付
き始めました。並木道の黄色の絨

じゅうたん
毯をゆっ

たりと歩いてみてはいかがでしょうか。

田崎町のイチョウ田崎町のイチョウ

〒 893-8501

鹿屋市共栄町 20-1

政策推進課

「読者のひろば」 係

☎ 0994-31-1123

８ ９ ３ ８ ５ ０ １

鹿屋市役所　政策推進課

　　　　　　  「読者のひろば」係　行

お名前／ふりがな

ご住所

ペンネーム　※未記入の場合、イニシャルで掲載します

電話番号

年齢／性別

歳

要　・　不要

プレゼント

男　・　女

Vol.430

クイズの答え

KANOYA
広報かのや

お手数ですが

63円切手を

お貼りください

皆さんからの

お便りを募集

　広報誌への感想や取り上げてほ

しい話題のほか、 市へのご意見、

地域のイベントや写真など多くの

情報をお寄せください。

　お便りの中から、 抽せんで特産

品等をプレゼントします。 たくさん

のご応募お待ちしています！

※�掲載時に原稿の一部を手直しす

る場合もあります。

　読者の皆様からいただいたお
便りの中から、ご意見や情報な
どを紹介します。

M a i l

読
者
の
ひ
ろ
ばQ

V o i c eA

フォトネタ !フォトネタ !

後
期
高
齢
に
な
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
サ
ロ
ン
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
為
、
食
生
活
、

運
動
、
脳
ト
レ
と
出
来
る
だ
け
人
の
世
話

に
な
ら
な
い
よ
う
、
自
分
自
身
の
体
作
り
、

ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
、
笑
顔
で
楽
し
く

日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
い
ろ
ん

な
活
動
の
場
が
あ
る
か
ら
と
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な

ら
な
い
よ
う
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
（Ｓ
・
Ｎ

さ
ん
・
女
性
）

　

健
康
寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
で
日

常
生
活
が
制
限
さ
れ
ず
に
生
活
で
き
る
期

間
を
い
い
ま
す
。
医
学
の
進
歩
と
と
も
に

平
均
寿
命
は
更
に
延
び
る
と
予
想
さ
れ
、

同
様
に
健
康
寿
命
も
延
ば
さ
な
け
れ
ば

「
健
康
で
な
い
期
間
」
が
長
く
な
り
ま
す
。

体
と
頭
を
動
か
し
食
生
活
に
気
を
付
け
て

笑
顔
で
生
活
す
る
こ
と
が
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
秘
訣
。
ま
た
、
人
と
話
す
こ
と
も

脳
に
刺
激
を
与
え
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
孤

独
を
避
け
笑
顔
で
過
ご
せ
ば
、
自
然
と
健

康
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

収
穫
シ
ー
ズ
ン
（実
り
の
秋
）、
忙
し

い
時
期
で
す
ね
。
一
年
間
分
の

お
い
し
い
お
米
。
色
づ
い
て
と
て
も
き
れ

い
で
す
。
川
東
の
田
ん
ぼ
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
川
東
の
八
月
口
説
踊
り
、
私
も
小

さ
い
時
に
見
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。
懐
か

し
い
で
す
。
池
の
水
を
抜
い
て
魚
を
と
っ

た
事
が
あ
り
ま
す
。
写
真
を
見
て
と
て
も

懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
続
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
（Ｔ
・
Ｔ

さ
ん
・
女
性
）

　

八
月
口
説
踊
り
は
五
穀
豊
穣
を
祈
る
市

無
形
民
俗
文
化
財
で
、
川
東
町
八
月
口
説

踊
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
保
存
と
継
承
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
伝
統
文
化
は
、

先
人
た
ち
の
知
恵
や
技
術
、
想
い
な
ど
に

よ
り
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す

が
、
中
に
は
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

に
よ
り
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
地
域
の
誇
り
を
守
り
、
自
分
た
ち

の
ル
ー
ツ
を
知
り
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

育
む
た
め
、
伝
統
文
化
を
み
ん
な
で
継
承

し
次
の
世
代
へ
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
に
、
久
し
ぶ
り
に
鹿
屋
の

実
家
に
帰
省
し
ま
し
た
。
今
回

は
同
じ
職
場
の
方
々
と
、
鹿
屋
の
「戦
跡

を
訪
れ
る
」
と
い
う
の
が
目
的
の
帰
省
で

も
あ
り
ま
し
た
。
小
塚
公
園
の
慰
霊
塔
を

ス
タ
ー
ト
に
桜
花
の
碑
・
野
里
国
民
学
校

跡
、
そ
し
て
鹿
屋
航
空
基
地
史
料
館
を
訪

ね
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
方
が
特
攻
隊
の
方

の
生
い
立
ち
や
出
撃
す
る
ま
で
の
事
を
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
り
、
あ
ら
た
め
て
命

の
重
さ
を
感
じ
、
戦
争
は
決
し
て
起
こ
っ

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（わ
く
わ
く
さ
ん
・
女
性
）

　

鹿
屋
市
に
は
、
太
平
洋
戦
争
時
に
笠
野

原
・
鹿
屋
・
串
良
の
３
か
所
に
飛
行
場
が

存
在
し
、
日
本
で
最
も
多
く
の
特
攻
隊
員

が
出
撃
し
た
歴
史
が
あ
り
、
戦
中
・
戦
後

の
戦
跡
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
鹿

屋
海
軍
航
空
基
地
か
ら
は
９
０
８
人
、
串

良
海
軍
航
空
基
地
か
ら
は
３
６
３
人
の
特

攻
隊
員
が
出
撃
し
、
そ
の
尊
い
命
を
失
い

ま
し
た
。
戦
争
の
悲
惨
な
歴
史
を
振
り
返

り
貴
重
な
遺
産
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
、
特
攻
の
歴
史
を
持
つ
本
市
に

課
せ
ら
れ
た
責
任
と
使
命
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
本
市
で
は
、

戦
跡
の
保
存
を
は
じ
め
、
ツ
ア
ー
や
修
学

旅
行
の
招
致
、平
和
学
習
ガ
イ
ド
の
育
成
・

認
定
、
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
設
置
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
平

和
の
尊
さ
と
命
の
大
切
さ
を
し
っ
か
り
と

全
国
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

喜
寿
を
迎
え
た
今
、
広
報
か
の
や

や
新
聞
の
隅
々
ま
で
目
を
通
す

こ
と
の
で
き
る
暮
ら
し
と
な
り
、
頭
の
体

操
と
思
っ
て
新
聞
の
社
説
を
書
き
写
し
、

そ
の
日
の
出
来
事
も
振
り
返
り
、
楽
し
ん

で
書
い
て
お
り
ま
す
。
紙
面
か
ら
色
々
な

方
の
活
動
や
考
え
方
を
知
る
機
会
に
な

り
、
私
の
心
も
少
し
豊
か
に
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
10
月
号
の
「ル
リ
モ
ン

ハ
ナ
バ
チ
」、
ダ
マ
ス
ク
の
風
で
会
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
の
な
い
平
和
で
幸

せ
な
毎
日
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
（K
・
Ｔ

さ
ん
・
女
性
）

　

新
聞
の
社
説
は
様
々
な
時
事
問
題
に
対

す
る
社
の
意
見
等
が
書
か
れ
た
も
の
で
、

考
え
方
の
ひ
と
つ
と
し
て
役
に
立
つ
も
の

で
す
。
ま
た
、
書
き
写
し
は
論
理
的
思
考

や
記
憶
力
、
語
彙
力
の
向
上
が
認
め
ら

れ
る
そ
う
で
す
。
Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
が
広
報
か

の
や
の
記
事
を
書
き
写
し
た
く
な
る
よ
う

に
、
皆
が
楽
し
い
、
た
め
に
な
る
記
事
を

掲
載
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

鹿屋市からはどれくらい
ごみが出ているの？

最もごみの量が多くなる月

　肝属地区清掃センターでごみの処理量が

特に多くなる月は、大掃除シーズンの12月

と、引っ越し後の５月です。

　大掃除のときは、

年末年始の休みに

注意しながら、早め

にごみを持ち込む

ようにしましょう。

可燃ごみ

資源物

77.56％
（24,924ｔ）

12.05％
（3,874ｔ）

不燃ごみ
2.99％

（964ｔ）

6.46％
（2,077ｔ）

粗大ごみ

その他ごみ
0.92％

（296ｔ）

令和４年度処理実績（鹿屋市）

合計
32,135ｔ

鹿
屋
市
の
ご
み
の
う
ち
、
可
燃
ご
み
の

割
合
は
77
．
56
％
で
あ
り
、
約
２
万
５
千

ｔ
も
の
可
燃
ご
み
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
学
校
に
あ
る
25
ｍ
プ
ー
ル

約
70
杯
分
も
の
量
に
な
り
ま
す
。

　

焼
却
時
に
出
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

抑
え
る
た
め
に
は
、
可
燃
ご
み
の
量
を
減

ら
す
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
し
か

し
、
可
燃
ご
み
の
中
に
「
資
源
ご
み
で
あ

る
紙
類
や
雑
誌
、
洗
え
ば
分
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
が
混
ざ
っ
て

い
る
」「
水
分
を
含
む
重
た
い
生
ご
み
が

多
く
入
っ
て
い
る
」
状
態
の
ま
ま
ご
み
を

出
す
人
が
お
り
、
ご
み
の
量
が
な
か
な
か

減
ら
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
料
理

を
食
べ
き
る
、
食
材
を
使
い
き
る
、
生
ご

み
の
水
気
を
切
る
「
３
キ
リ
運
動
」
は
家

庭
で
始
め
る
ご
み
削
減
の
第
一
歩
。
正
し

い
分
別
も
意
識
し
な
が
ら
家
庭
か
ら
の
ご

み
を
減
ら
す
よ
う
に
、
市
民
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
よ
い
よ
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ

ず
か
と
な
り
、
年
末
の
大
掃
除
の
時
期
が

近
付
い
て
き
ま
し
た
。
掃
除
を
し
て
家
庭

の
も
の
を
分
別
・
廃
棄
す
る
際
に
、
改
め

て
家
庭
か
ら
出
る
「
ご
み
」
の
量
に
驚
く

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
の
中
か
ら
出
る
ご
み
は

大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合
が
運
営
す
る

「
肝
属
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
」で
主
に
処
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
に
持
ち

込
み
や
市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
１
，

８
９
３
か
所（
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
）

か
ら
集
め
ら
れ
る
な
ど
し
て
処
理
さ
れ
た

December  2023 ｜ 24



浴着を着用した入浴に
ご理解をお願いします

月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医月の休日救急当番医・歯科休日急患在宅医
肝属東部医師会　　　　 　 診療時間 9:00 ～ 17:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

12月  3日 ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
10日 はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080
17日 山路医院 東串良町池之原 63-2134
24日 しんみょうず内科・脳神経内科 吾平町麓 45-4030
31日 高山胃腸科 • 外科 肝付町前田 65-7171

　大隅肝属地区消防組合テレホンサービス 
　☎ 0994-43-0119

平日／午後5 時から夜間救急当番医を案内

※ただし、 火災発生時は一時火災情報に変わります。

休日／休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

1212

※�休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は変更になることが

　�あります。 各医療機関にご確認のうえ受診してください。

鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間 9:00 ～ 15:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

12月  3日 さかもと歯科クリニック 寿 8 丁目 44-2003
10日 かのや歯科・矯正歯科クリニック 旭原町 45-7837
17日 吉留歯科医院 旭原町 42-3708
24日 あさい歯科 笠之原町 41-5100
30日 あおぞら歯科 西原 1 丁目 36-5688
31日 ひがし歯科医院 田淵町 48-2015

1月  1日 安楽歯科 寿５丁目 44-2220
2日 とおや治歯科クリニック 寿１丁目 40-1811
3日 西の原歯科 打馬１丁目 40-4180

問市保健相談センター　☎ 0994-41-2110子入

鹿屋市医師会　　　　　　  診療時間 8:30 ～ 18:00
月　日 医 療 機 関 住　所 ☎（0994）

12月  3日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

10日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

17日
 池田病院 下祓川町 43-3434
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 池田病院 下祓川町 43-3434

24日
 フクダ医院 寿３丁目 43-4191
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 音和クリニック 寿 5 丁目 36-8863

29日
 鹿屋ハートセンター 札元 2 丁目 41-8100
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

30日
 園田クリニック 旭原町 43-8181
 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

31日
 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500
 えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

1月  1日
 こだま共立クリニック 寿５丁目 43-2510
 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 徳田脳神経外科病院 打馬１丁目 44-1119

2日
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171
 まつだこどもクリニック 西原２丁目 52-0507
 恒心会おぐら病院 笠之原町 44-7171

3日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331
 やのファミリークリニック 寿４丁目 43-6248
 鮫島整形外科医院 寿１丁目 43-2535

　�公衆浴場等では、 乳がんの手術などによる跡が目

立たないように、 専用の入浴着を着用して入浴を希

望される人がいます。 入浴着を着用される人が、 気

兼ねなく入浴できるようご理解をお願いします。

●衛生面について　入浴着を脱衣所で着用し、

　�浴槽に入る前に付着した石けんをよく洗い流

　�すなど、 清潔な状態で使用されるため衛生管

　�理上の問題はありません。

※�休日救急当番医の診療は、 急病に対する処置ですので、 翌日は

かかりつけの医師などの診療を受けてください。

　�原則として、 投薬期間は通常１日分とします。

（　　　　　　　  ）

プレミアム商品券取扱店プレミアム商品券取扱店

いけのうえ
学生服・セーラー服の

市内各小・中学校標準服取扱店

小学生・中学生制服の
採寸特価セール実施中！！
お早めにご来店ください。
鹿屋東中、鹿屋中、
田崎中、第一鹿屋中

学生服取扱いしております。©2007 TOMY

㈲池之上百貨店
鹿屋市向江町８-３
☎ 42-2191
      0120-80-7777

地図

家族葬は花岡

（例：22万円プランを17万円プランより）
※価格は税込表示

５５万円引き万円引き
葬儀プランから

たびだち会（お得な会員）
入会 5,000円

ご相談・
お問い合わせ

電話0994−31−8444
鹿屋市古里町533（花岡学園前） HP：hanaokasousai.com

広告価格で葬儀代足りるの？
実は足りません。

他に費用がかかります。
だからこそ事前相談・会員制度の

活用をお勧めします。

― 事前相談お越しください ―

★サンプル以外のデザインも多数取り揃えております★
★お年玉付年賀はがきは当社でもご用意できます★

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て

幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

　令和
六
年

　元旦

新
し
い
年
が
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

令
和
六
年

　元
旦

年賀状は、年賀状は、年末(2023年12月19日頃)年末(2023年12月19日頃)まで受け付け まで受け付け 
ております。お気軽にお問い合わせください。ております。お気軽にお問い合わせください。

承ります承ります
年賀状印刷年賀状印刷

年賀状の準備は
お済みですか？

鹿児島県鹿屋市札元１－22－34　
TEL 0994（43）2238（代）
URL https://www.shinsei-p.co.jp
E-MAIL kan@shinsei-p.co.jp

絆絆をつなぐ、をつなぐ、新年新年ののご挨拶ご挨拶に。に。

TEL 0986-77-9092

トラクタートラクター・重機・・重機・トラックトラック・・農機具農機具

農機具高価買取専門店

古くても、古くても、
壊れてても、壊れてても、
不動車でも不動車でも

どこよりもどこよりも

ことをことを
    目指して    目指して!!!!

〒 899-8608　曽於市末吉町南之郷
携帯：080-3375-9750
FAX：0986-77-9092
https://kaitorimiyazaki.jimdo.com

古物商許可
第951040015111号

高く買い取る

　広報誌を見て、ご連絡くださった方へ粗品又は買取額10％UPいたします。

見積り
無料 どこでも

駆け付けます！

できることから、少しずつ。環境にやさしい未来を
つくるために、印刷会社の
私たちができること。

持続可能な開発目標を
実現するため、わが社が
できることを続けます。

ＳＤＧｓ
への
取り組み有害な廃液を排出しない

「水なし印刷」を行い、
環境保全につとめます。

水なし
印刷

適切な森林管理に
つとめる活動を
しています。

森林
認証制度
取得

ＣＳＲ
ワンスター
取得

環境や従業員にやさしい
企業の実現を目指します。

鹿児島県鹿屋市札元１丁目22 - 34
☎0994-43-2238
kan@shinsei-p.co.jp

登録番号　I S 276
ISO27001認証取得
（鹿屋・鹿児島・宮崎・ここまる）

　広告のひろばは、 各事業所の広告を掲載することで、 市民の皆さんへの情報提供

を目的としています。 また、 市の自主財源確保の一環として行っています。

　広告に関するお問い合わせは、 印刷会社、 市政策推進課にお問い合わせください。

㈱新生社印刷
☎ 0994-43-2238

広告 のひろば
毎月約 40,000 部を発行する　　　　　　　　　　に広告を掲載しませんか ‼広報かのや広報かのや

Healthy Life

健

ふい

康

ら

ご協力ありがとうございました。

　ご応募の際にご記入いただきました個人情報は、抽せん・賞品（賞品引換券）の

発送・アンケート統計以外の目的で使用することはございません。

お便り＆メッセージ

編 集 後 記
✂キリトリ線

郷 愁を感じる季節。私の生まれ
は鹿屋ですが、６年間福井に

いました。とても住みやすい場所で
したが、豪雪や凍結など冬期は大
変な場所でした。（下曽山）

土 いじりにあこがれてはいます
が、未だに手を出せずにいま

す。老後の楽しみに向けて、今は仕
事をがんばりながらプランターから
始めてみようと思います。（堂込）

料 簡尽くとは腹を立てず、互い
に納得してことを運ぶことを

言うそうです。忙しくても感情的に
ならずに冷静に仕事をしなければ
と思うこの頃です。（牧野）

理想的な生き方の一端を今回の
和食の取材で感じたように思

います。仕事に限らず趣味やプライ
ベートも楽しみながら続けることを大
事にしたいと思います。（久冨木）

27｜ KANOYA  Vol.430



Present

今月のココを

This Month's Gift

～リナシティかのやの「リナシアター」で映画を見よう！～
K
A
N
O
Y
A

プレゼント

RRena ena TTheaterheater

特別割引券

KANOYA CITY PUBLIC RELATIO
NS  

広
報

か
の

や
広

報
か

の
や

発
行

／
鹿

屋
市

　
編

集
／

市
長

公
室

 政
策

推
進

課
鹿

屋
市

役
所

　
鹿

屋
市

共
栄

町
20

番
1

号
　

☎
0994-43-2111

◀ MOVIE
　でかのや

※18 歳未満の方は、終映が19
　時を過ぎる回には必ず保護者
　同伴のうえ、ご入場ください。

令
和

５
年

11月
28日

発
行

　
（

通
常

版
28日・お

知
ら

せ
版

13日
発

行
）

割引券をお持ちの人は
300円（高校生以下は
200円）を割引します。
※60歳以上の人は割
　引対象外です。

D
ecem

ber 2023
Vol.430

12

【りなぱ！】【りなぱ！】

クイズ

（C）2023 「こんにちは、母さん」 製作委員会

上映中～ 12/28 ㊍上映中～ 12/28 ㊍

こんにちは、
母さん

「恋するカンパチ ５個セット」（３名様）

【応募方法】25･26 ページのはがきに、クイズの答
えと、「読者のひろば」へのお便りをお寄せください。
応募者の中から抽せんで３名様にプレゼントします。
なお、当せん者の発表は、賞品引換券の発送をもっ
て代えさせていただきます。（11 月号の答え：仮屋）

   応募期限
  1212/26/26 ㊋㊋

　「地元の食材を使う」がモットーのP
パ テ ィ ス リ ー
atisserie M

モ ン
on E

ア ン ド ロ ワ
ndroit

さん（笠之原町）が作る「恋するカンパチ」。鹿屋産の紅はる
かを、黒豚ラードや卵を使った生地がふっくらと優しく包み
込む一品です。高校生のアイデアから生まれたこのお菓子を
５個セットにして３名様にプレゼントします。

Ｑ.公衆浴場で手術などによる跡が目立たないように
 着用する衣類の名称は？

　「○○着」
　　※○○に入る２文字の答えは、この広報誌のどこかに

　　　あります。

　無事閉幕を迎えた「燃ゆる感動かご
しま国体・かごしま大会」。多くの選
手がしのぎを削り、数多くのドラマ
や感動がここ鹿児島で生まれました。
本市を背負い、鹿児島代表として戦
いに挑んだ選手たちの軌跡を、フォ
トページとして紹介します。

くわしくは

へ GO!!

P14

　11月３日にリナシティかのやで開催された「りな
ぱ！ハロウィンパーティ」には、仮装やコスプレを
したたくさんの人たちが集結。DJブースではダンス
チームがダンスを披露し、来場者みんなで

「ゾンビ・デ・ダンス」にも挑戦しました。

※上映期間・時間・鑑賞料は変更する場合があります。
※特別割引券は、1 枚につきお１人限りです。
　また他の割引券との併用はできません。

問リナシティかのや ☎0994-35-1001

　   鑑賞料
 一般／1,800円

 大学生／1,500円

 高校生以下／1,000円

 60歳以上／1,200円

　   上映時間（110分）

　 ①10時～　 ②13時～

 ③16時～　 ④19時～

こんにちは、母さん
　会社では人事部長として
日々神経をすり減らし、家で
は妻との離婚問題などに頭
を抱える神

かんざき

崎昭
あ き お

夫は、久しぶ
りに母が１人暮らす実家を
訪れる。しかし母の様子が
なんだかおかしい。実は母
は、ボランティア活動で知り
合った牧師に恋をしていた。


